
　　玉田　辰次様

　　向春の候、貴社ますますご繁栄のこととお慶び申し上げます。
　　本年も、八幡神社厄除け大祭の運営にご協力いただきましてありがとうございます。
　ご提供いただきました申請書に関しまして、警察の確認作業が終了いたしましたので、出店の御準備をお願いいたします。
　つきましては、出店負担金お手続きをお願いいたします。
　お忙しいとは存じますが、よろしくお願いいたします。

　　お振込先
　　　兵庫南農業協同組合（ヒョウゴミナミノウギョウキョウドウクミアイ）
　　　加古川北支店（カコガワキタシテン）
　　　普通　００４８３３２
　　　宗佐厄神八幡神社露店運営協議会
（ソウサヤクジンハチマンジンジャロテンウンエイキョウギカイ）
　　　会長　宮城英男（カイチョウ　ミヤギヒデオ）
　　
　　※恐れ入りますが、振込手数料はご負担ください。

　　お振込の際に
　　　１、振込手数料はご負担ください。
　　　２、お振込時に、振込の会社名若しくは個人名の前に振込者番号をご記入ください。
　　　　　振込者の前につける番号は　【　24001　】　　です。

合計　　34000　　円
寄付金金額　標準店舗（2店）　　　標準1店舗　　17,000円
茶店（１店）　　　　　茶店1店舗　　34,000円
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※申込時に、食品の加工販売については【兵庫県健康福祉事務所（保健所）の営業許可証の写し】が添付されていない店舗がありますので早急に提出してください。
※申込時に、販売等に関係する方のコロナウィルス感染症のワクチン接種完了が条件になっております。接種証明の提出がなされていない場合は早急に提出してください。
　接種できない場合は、その理由書を提出してください。ワクチン未接種の方は、ご本人やご家族の感染防止のため徹底した感染予防を施してください。
※電気料金は別精算（共伸電気）への支払いとなります。
※電気料金は、祭礼の一両日中に世話役、共伸電気さんが集金に伺います。

出店時の注意事項。

1. 交通規制時間は厳守してください。（09:00～21:00）解除の時間は状況により早まる場合があります。露店協議会からの放送を確認してください。
2. 可能であれば、消毒液の設置をお願いいたします。
3. 手洗いは頻繁に行ってください。
4. 現在でもコロナウイルス感染症は発生しています。感染が判明した場合に追跡調査が行いやすいよう登録された方以外または、未登録の方の勤務はやめてください。（未登録での就業をさせた場合、虚偽の申請に当たります。）
5. 出店場所に変更がありますので、１４日に場所の確認をお願いいたします。
6. 空間の確保として、道路境界から1.5ｍ下がって出店となります。（軒、設営物が道路に出ないようにしてください。）
7. 密の回避を積極的に行ってください。（店舗前での整列などは空間を確保し、隣り合った店舗の迷惑にならないよう、自店の裏側などに整列案内を行ってください。
8. ご祈祷を行っております神楽殿は、ご祈祷を受ける方以外の入室は出来ません。（出入口は一カ所に限定しています。）トイレの使用も出来ません。
9. 場所は１４日の午前10時から16時の間に受付をいたします。（協力金は必ずお振り込みでお願いいたします。）
10. 店舗の営業時間は、９時～２０時です。（厳守）
11. 酒類の販売は、飲酒運転防止の観点から車の運転の確認を必ず行ってください。確認をおろそかにした場合は酒類提供罪に該当する事があります。
12. 茶店等は客席間を2ｍ以上の空間を空けて営業を行ってください。大声で話す、4人以上で宴会を行っているなどの行為は、他のお客様が避ける傾向にありますので、店として注意を促してください。
13. 祭礼当日に、警察、消防、保健所等関係機関の検査がありますので、協力をお願いします。
14. 消火器の有効期限、ピン、封印の確認とガスボンベの転倒防止とガスホースの切れやジョイント部分をしっかりと締結し事故防止をお願いいたします。
15. 火気を使用する店舗については、必ず消火器の設置をお願いいたします。
16. 設営時に他の車両の邪魔にならないようにお願いいたします。
 (
飲酒運転に
関する酒類提供罪
道路交通法第
65
条の
3
は、飲酒運転をするおそれがある者に対する酒類の提供や飲酒を勧める行為を禁じています。
飲食店などで車に乗って来店していることを知っていながら酒類を提供する行為や、車を運転して帰宅しないといけない事情を知りながら飲酒を勧める行為は「酒類提供罪」に該当します。
ただし、飲酒運転のおそれを認識せず、ただ目の前にある酒類をお酌する行為などは、ここでいう「提供」にはあたりません。
一方で、運転があるので飲酒はできない旨を告げたのに「バレなければ大丈夫」などとそそのかして飲酒させた場合は、酒類提供罪が成立します。
酒類の提供を受けたドライバーが飲酒運転を犯して検挙された場合、酒類の提供者は次のとおり処罰を受けます。
ドライバーが酒気帯び運転の場合…
2
年以下の懲役または
30
万円以下の罰金
ドライバーが酒酔い運転の場合…
3
年以下の懲役または
50
万円以下の罰金
)
